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前の会報に「今年 (平成B年 )もまた荒れるだろう」
と書いたが、世界中は大変な事になってしまった。

到る処で殺毅や爆撃が繰り返されている。なんと見るか

?。 テロは反対、報復も反対、と声高かに叫ばれている

が世界各国の為政者は、これをどのように終結しようと

しているのか、さっぱり先が見えない。原点を忘れてい

るのではないかと感ずる。国内にも問題は多い。

私自身にも分からない。ひとリマスコミがはじゃいでい

るが、これは会員各位の充分ご承知の通り、敢えて触れ

ない。 これが新年早 の々私の思いである。
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東京同窓会長 佐 イ白 益 一  (旧中27)

さて、母校創立 90周年の記念行事も一先ず終った。
今後、東京同窓会の発展について如何ようにして進めて

行こうかの問題である。お互いに限られた人生を楽しみ

意義あるものにするため、役員は一生懸命薄薦:っ ている

同窓各位にはこれに応えて頂きたいと願っている。

前にも書いたが人間下人ひとりが交流を深めれば紛争は

起きない筈。今年も楽しく生きようではありませんか。

めでたいような、めでたくないような新年を迎えたが

無事越年されたことを喜び、変な記述になったが新年の

ご挨拶に代えたいと思う次第。

母校の創立 90周年記念式典が 10月 28日午前9時
40分より母校屋内運動場で開催され出席してきた。
東京同窓会からの出席は、私と深見、塚田両常任幹事の

二人で、その他東京会員の出席者も多く見られた。

そこで、ある程度私の感想も交え、概略を報告する。

壇 L中央に国旗が掲げられていた事には一先ず安堵した

が国歌・校歌の斉唱には全般に声カシ1ヽさいなと感じた。

校長式辞、実行委員長挨拶、来賓祝辞は何れも似たり

寄ったりの内容で祝詞の棒読みであったが、た 五ゞ十嵐

五泉市長が原稿なしで坦々と祝辞を述べられたことが印

象に残った。生徒会長による「喜びの言葉」は、めり張

りのきいたWIIか語尾上りの発言であったが語尾がしっか

かりしていて、これは聞かせた。

始めは男子生徒かなと思つたが女子生徒であった。

記念講演は母校同窓の新潟大学教授・医博の杉本英夫

氏 (高 12回卒)の「スポーツで出会った人たちから学
んだこと」と題する約‐時間に亘る講演で、内容も中々

良かった。聞けば、この講演のために十五ケ月間の準備

を要したという。途中、私は旧スキー場と赤山の写真撮

影のため中座したが、あとで深見さんに要旨を聞いたら

概略次の如じということで紹介しておきたい。

1、 人生の目標を定めること。

2、 現在の自分が、定めた目標に到達するための正し

状態にあるか、節目節目でチェックすること。

3、 その目標達成のために、なすべき事を楽しんでや

る。要するに、Inl事も嫌々ではなく、苦しむので

もなく、おもしろがって遊びさをもって行う。

気付いたら、到達している。

以上はいずれ記念誌に掲載、報告されるであろうから

ここで筆を停める。

私は旧スキー場跡を捜して散 歩々き回ったが、母校前

の道は民家が両側れこギッシリと建つていて分らなかった

近くに居たご婦人に訊ねたがやはり分からぬと言う。

そして 家に入ったと思ったら今度は母親らしき人が出
て来た。「あ 、ゝその場所は此処ですよ」と教えてくれ

た。学校の伊藤ヒサさんのお家の近くである。昔の面影

は全然ない。杉や雑木が鬱蒼と茂っているのみである。

「この小道が頂上へ行く道です、尾根から反対側が見え

ます。下つてくると丁度、学校前に出ます。 15分位で
すかね」とも教えてくれた。ネLを言って男けれた。これで

すべて納得、長年の胸のつかえがおりた気がした。

バスに分乗、祝賀会会場のサクランド会館に行く。

玄関に着いて私は「おゃ?」 と思った。どうやら私は、

サクランド温泉と同じと勘違いしていたらしい。そして

なんと紛らわしい名だなと思った。会場では十数人の人

から声をかけられた。懐かしく、また嬉しく思った。

特に定めたアトラクション|まなかったが始めのテープ

カットは出席者の目を驚かせ、村松合唱団の言己念歌「百

年へ」の合唱は感動を呼んだが、説明が欲しかつた。

祝賀の宴は賑やかな内に午後 3時、万歳三唱でもって

恙なく終了。誘われて二次会は深見さん共に「木むら」

へ、個 雑々談に終始したのは何時もの通り。

あとは徳橋、吉川、元校長さんに誘われカラオケヘ、

一曲軽く流して後は深見さん設定の往年のマドンナこと

佐藤静子さん宅へ泊めて頂き、深夜まで村松の色々な史

実等を教わった、翌日二人は無事ご帰還となる。

今回の記念式典及び祝賀会の出席者は名簿によれば、

239名であるが、欠席者も多く祝賀会では180名位
来賓、旧現職員を除くと同窓生は 100名位と推定した
各地区支部長も出席されていることから名簿には役職名

を記載した方がよかったのではないかと思った。

私は知らぬ間に実行委員にさせられていたが他の実行

委員の方々のご努力、活動には心から感謝の意を捧げた

い。70年、80年、90年と3回、出席したが、私の
旧中 5年の時が30周年の年であった。今回の90年が
めでたく終ったことは嬉しいこと。後は 100周年か。



東京同窓会・第 44回大会報告

村松高校東京同窓会第 44回大会は 6月 3日 (土 )、
」R山手線大崎駅東□前のホテル ニューオータニ・イ
ントーキ ョーに於いて、村松から同窓会会長・伊藤淳一

氏、母校の杉原雅昭校長を迎え総勢 96名の出席で盛大
に開催された。

午後 2時、大会実行委員長の伊藤勇五 (旧 中 33)副

会長の開会挨拶の後、定時総会に入 り干成 12年度事業

ならびに会計報告があり、いずれも承認された。

佐伯会長の「同窓会はクラス会・同期会の横の繋が り

と先輩・後輩の縦の交流があつて強い組織が出来る。今、

村松では町村合併や高校統廃合の噂もある。村松の名が

消えないよう我々も頑張らなければならない」と挨拶。

来賓の挨拶では、伊藤同窓会会長から生徒の進学状況

と母校創立 90周年記念事業に対 し、東京同窓会の大い

なる協力を要請された。杉原校長は生徒のクラブ活動は

県内において優秀な成績で、その活躍も大なるものがあ

る。と母校の現況報告をもって挨拶に代えられた。

懇親会は、黒井伊作氏 (旧中 26)の 乾杯音頭で賑や
かにスタート.ビクターの杉幸子さん (高 21)の 演歌
で会場は華やかな雰囲気。佐渡おけさ、相川音頭の踊 り

に続き_恒例の篠川恒夫氏 (高 2)の名調子による司会
で「会員持ち寄 りの景品・抽選会」で盛 り上が り、校歌

応援歌に陶酔 しているうちにお開きの時間となつた。

(大会実行委員会・記 )

本寸松 高 校 蘇 華 貢 同 念 会 =窮 訂
44回 メこ無 ■lX=難わ基 華 書

平成 13年 6月 3日 於 :ニユーオータニ・イントウキョウ 新潟県立村松高等学校 東京同窓会
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 (単位 :円 )

①

②

③

会員懇親会費

男子 55名  @10,000
女子 34名 @8,000
計  89名
祝 儀

同窓会本部 2名
鹿瀬おけさ会

その他の収入

二次会残金

822,000
=  550,000

=  272,000

30,000
20,000

10,000

20,000
20,000

プレゼント交換抽選会には男子 16名女子 18
名、計34名の方から提供がありました。

※

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

準備会議費

会議費

通信費

印 刷 費

印刷費

通 信 費

13,503
11,103

2,400

2,180
2,180

52. 100
案内状送付用切手   32,000
返信用ハガキ    20,100
送 料  (宅配便、会場宛 )
懇親会費 96名 @ 7,000
来賓対応費

謬け  ネL

演歌出演

おけさ会出演

通 費  (備品運搬)
費  (写真代、雑品)

50,000

10,000

2,540
672,000
7,250
60,000

6,100
2,748

一父
雑

③

⑨

〈
口 計           872,000 計           818,421A

口

差し引き残額  (一般会計に繰入れ)53,579

総  計            872,000 総 計              872,000

※ 当日の 13年度会費納入者名及び、寄付金納入者名は、会報第33号に一括して掲載します。



東京同窓会 ,佐伯会長の挨拶

ア トラクション…おけさ会の皆さん
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平成 13年 6月 2日 (土 )ニ ューォータニ・イン
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声高 らかに応援歌を歌 う

閉会挨拶…岡本副会長

平成 14年度 東京同窓会開催のお知 らせ
京同窓

日 (土 )

会第松高校東 45回大会
ご案内地図１
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分
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１

１

　

　

１

月

〈ム
　
住

東天紅 ●上野店

電話 番号

交  通

日 4年 6月 8

時 間 2時より(正午)

場
所 台東区池の端 1-4-33

(上野不忍池畔 )

03-3828-5111

JR・ 御徒町駅       徒歩
京成線・京成上野駅     徒歩
地下鉄千代田線・ 湯島駅   徒歩
地下鉄銀座線・ 上野広小路駅 徒歩
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同窓会長 伊藤 淳一 (旧中33)
先般は東京同窓会にお招きいただき、ありがとうござ

いました。大変なご盛会で会長さんはじめ役員の方 の々

ご努力が偲ばれました。また 県人会九十年史、お土産
などありがとうございました。募金が低調でございます

ので、これから総力を挙げて最後をがんtまりりますので

よろしくお願い致します。

涯到駁:01駁び記   ‖彫り瓢 ,H調召

益々ご清栄のことと存じます。過日の東京同窓会では

大変お世話になり、ありがとうございました。

また お土産まで頂戴し恐縮しております。九十周年の
記念体育祭も大成功のうちに無事終えることができ喜ん

でいるところです。秋の式典に向け雰囲気を盛り_上げて

取り組んでゆきたいと考えております。今後共よろしく

お願い申し上げます。

同窓会副会長 渡辺 照男 (旧中31)
「臥龍が丘は緑なり」31号をお送りくださいまして
有り難うございました。昨年、お邪魔させて頂きました

ので東京同窓会の会長様はじめ会員の皆様方の心意気が

伝わって参ります。羨やましく楽しく拝見致しました。

新潟市支部はこの29日 (6月 )に役員会、来月に総
会と数年ぶりに動き出されます。また新津支部、五泉支

部も4～ 5年動きがなかった様子でありましたが、会合
を持つて、ようやく村松高校同窓会として実のある活動

が期待出来ると喜んでおります。それに比べ、本部とし

て、やることが、やっていることが、これで良いのか、

と考えさせられている昨今であります。

創立 90周年記念行事はようやく軌道にのり各委員会
が活発に動き始めました。前回と比べまして大きく変わ

りましたのは、建物の新設、校門、校庭の整備について

は県教育委員会よりきつく差し止められて出来ません。
……何を目玉にするのか……との批判が聞かれますが、

全県の高校同様あきらめる外ございません。

私どものやれるだけでも頑張ろうと申し合わせ、取組ん

でおります。今後ともよろしくご指導の程をお願い申し

上げます。

五泉・安勝寺  田中 正往 (高 25)
先日 津川の村山様 (村山家司・旧中27、 6/20死去)宅
へお悔やみに行って参りました。在りし日の面影を思い

起こし、…またお一人…と感無量でございました。

ご自愛の程を。

杵渕 政海 (高 2)
いつも会報を楽しく読ませていただいております。

特に「ちょっと・いい話」は中 面々白い。教えられるこ

とが、たくさんあります。是非いつまでも続けて頂きた

いと願っております。 (談 )

新潟県人会広報委員 市川 昭二
凛とした題字 !「臥龍が丘|ま緑なり」31号を頂戴い
たしました。厚く御礼を申し上げます。年 2回の発行を

続けられてることに敬意を表します。

私の長男・俊 (たかし)と同じ字の女性の名を4頁の

高校女子の部に見出し「ホッー」と思いました。

硬派の佐伯会長さんの中学時代の、つけ文の話や、煙草

にまつわる車中での妙令なご婦人とのやりとり、そのギ

ゴチなさが目に浮かぶようで微笑ましく感じました。

「父が付けた大の名前」いいお話で引きつけられました

立派な会報ですね。貴会の益 の々ご発展をお祈り申し

あげます。取り急ぎ御礼のご挨拶まで。

在・五泉市 石り|| に  (高 2)

この度 東京の個展に際しまして絶大なるご支援を戴
き大変有り難うございました。お陰様をもちまして盛況

の内に無事終了することが出来ました。これも偏に皆様

方のご支援の賜物と深く感謝いたしております。その折

りの写真が出来ましたのでお送りさせていただきます。

今後とも宜しくお願い申し上げます。 (一水会 員々)

毛Ь ょ っ と1い い 言舌

米 e百俵は ………………… 6ト ン
ゴ園現鶴ンヽの支菊彰klま  ・̈  60万 トン

はて? さて ?

※ 米 0百俵の送り主は、長岡藩の分藩であっ
た三根山藩 (今の西蒲原郡・巻町)で当時長岡
藩の大参事であった小林虎二郎が藩士の反対を

押しきり換金の上、学校建設資金に回した。

長岡藩は戊辰戦争 (またIJ躙 争という)に
敗れ、七万四千石から二万三千石に格下げとな

り藩財政は極めて窮乏していた。
※ 10月 3日付産経新聞朝刊は「米百俵」の
精神を行政にと題して、これと同様の記事を掲

載して巻町を紹介していた。 (イ白)

ロ



1旧 中30回 (5年組)同期会 :

五十嵐一郎 (中 30)
6月 13日 、東京駅 12時発・あさひ 317号 に乗 り
込んだ同級生 5名 、いずれも村松高校東京同窓会や赤山

会で顔な じみの連中である。初めての咲花温泉 1泊の同

級会のせいか、車中の話も弾みアッという間に新潟駅に

到着 した。

終戦の年の 3月 、私ども5年組は4年制の皆と一緒に

勤労動員先である横須賀の旧海軍航空技術廠で、形ばか

りの卒業式をあげたような覚えがある。課に勉強もしな

かつた代わ り、いろんな勤労動員先でそれなりの知識を

身につけたような気がする。

戦中・戦後を必死に生き抜いて来たせいもあるのか、

なぜか私どもの同級会は地味で、一年おきに村松と五泉

の地元で日帰 りで開かれてきた。あと二、四年で喜寿を

迎える年になったせいか、幹事のお骨折で今回の一泊旅

行が実現 したのである。

五泉駅で咲花温泉『佐取館』出迎えのパスを待つこと

暫 し、村松の連中を乗せたバスがやって来た。やがて五

泉地区の連中も乗 り込んで、お互い「やあ～ヤ ァ !」 と

挨拶を交わ し、56年前に時計の針を戻 し、さつそく同
級会が始まった感がする。

旅館に着いて直ぐさま一風呂浴び宴会となつたが、ま

ず物故者に黙祷…同級生 126名 のうち、物故者は既に
41名 、欠席者 53名 、元気で参加出来た人は 32名で
ある。あまり口には出さぬが、健康に感謝 し『残された

人生、大事に生きようぜ』という心境ではないのか。

新潟から来たという美形のコンパニオンに酒を勧めら

れ皆ご機嫌になり、最後は旧校歌、応援歌の大合唱でお

開きとなつた。

翌日は生憎の雨で、眼下に煙る阿賀野川を眺めながら

朝風呂に浸 り、朝食に出されたビールを飲んで再びご機

嫌となる。二年後の同級会は越後湯沢で開くことに決ま

り、東京地区の連中も世話役をやれという事になったが

宣なるかな。同級会が始まって以来いつも世話をやいて

くれる五泉・村松の幹事の衆に感謝の意を表 し、それぞ

れり吊途についた。

旧中26回 ・同期会
(昭和 16年卒業 )

武藤 三郎 (中 26)
6月 5日 (火 )午後 3時半、村上市の瀬波温泉・大清

のロビーに、 17名 の同期の友が参集 した。

卒業以来の初参加者は東京から和泉君、地元安田町の

山口君の姿があり、60年ぶ りの再会に感動 し、代わる
代わる語 り合 う光景には、温かい友情が満ち溢れていた。

恒例の記念写真は旅館の玄関をバ ックに撮ってもらつ

たが、自髪童顔が進む容姿をうまく捉えているようだ。

海岸沿いにあるこの旅館は、日本海に沈む美 しい夕日

が総べての部屋から眺め られ、旅の情緒に独特の味わい

を添えてくれると聞いていが、当日は生憎の曇 り空で期

待 した風景に出会えなかったのは唯一の心残 りであつた。

大浴場にゆっくりと浸つたあと、6時過ぎから大広間

で、豪華な料理を前にして宴会が始まった。お互い歳を

取つたせいか酒豪はめっきり減つたようだ し、昔のよう

に馬鹿騒ぎを演 じる人もなく、まさに浅酌低唱、専ら豊

富な話題で歓談を楽 しんだ。この年齢を迎えての再会で

更に誼みを深め られる喜びに酔つているようであつた。

数年前までは宴会を盛 り上げるのに、コンパニオンが

同席 したこともあつたが、今では『無くて良きものは、

女と香の物…移 り香厭う老いの身なれば』と江戸時代の

ある奉行が詠んだという歌を、何かの本で見たのを思い

出し、苦笑 しながらもお互いの来 し方、人生の懐古談に

花が咲くひと時は本当に楽 しそうだつた。一期一会とい

うが、今回の出会いは人生の残 り少なくなつた我々にと

つて本当に貴重な一瞬であった思いが してならない。

欠席者の便 りの中には、体調を崩 して療養中とか都合

が付かない人もいたが、来年こそ一人でも多くの同期が

集いあえるよう念願するばかりである。

今回は、新発田の近藤君が主幹事として苦労を重ねて

の開催であった。心から感謝を捧げたい。

来年は、五泉在住の窪田・田沢の両君らが幹事を快諾

してくれたが、その企画を今から楽 しみにしている。

お互い健康維持に最善を尽くして共に参加出来るよう、

日々心がけて過ごしたいものである。

旧制村松中学第 26口生目員会 於 瀬漱燿泉 廂は 大講 鞠 騨田月5日
旧制村松 中学校 30回 卒 〔5年 組 ]同 級会   H136.13 咲花温泉佐取館
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ワタシタチガ 旧村松中学二入学シタノガ昭和 12年
4月 デ、甲乙二組編成デ 102名デシタ。ソシテ 17年
二卒業シマシタガ、ソノ時ハ84名デシタ。転校、死亡
マタハ軍隊志願ナドガアッタタメデス。上1カ ラ下ッテ来

ル者アリ、原級二留マル者モ居リマシタ。成績ノ判定ガ

厳シカッタノデスネ。現在ハ所在ノ知レテイル者約 30
名デスガ何レモ体ノ何処カニ病気ヤ疾患ヲ持ッテイマス

他ノ人ハ殆ンドガ死亡シテイマス。戦死者ハ、ゴク僅

カデスガ、モウ77才デ喜寿ヲ超エテイルンデスカラネ
ムリモアリマセン。ワタシタチ同期生ハ卒業以来、数

ハ覚エテイマセンガ何十回トナク会合ヲ開イテイマス。

一泊ノ同期会ハ毎年開キマス。モウ13回ニナリマス。
ソレダケ団結ガ固イト言エルノデハナイデショウカ。

ソコデ今年ノ同期会ハ 11月 12日 五泉地区が幹
事 トナリ、所ハ湯田上温泉「わか竹」デ開催サレマシタ

集マル人は今年ハ少ナク僅力9名デシタガ欠席者ハ夫々

他ノ会合 卜重複シタリ、勤務ノ関係、奥サンノ病気、体

調不良ナドガ理由デ毎年ノ常連ガ少ク、チョット寂シカ

ッタノデスガソレデモ意気軒昂、芸者衆 3人ヲ加へ例年
ノ如ク大イニ飲ミ、歌イ、喋り、踊り、芸者衆ノ時間モ

延長スルハメトナリマシタ。常連々中ガ加ワレバ次回ハ

20人近クニナル筈デス。ソレ以上ハ無理デスナ。

朝モマタ飲ム。送り迎エハ宿ノバスデ新津～宿ノ往復

途中デ田上町ノ豪農・田巻邸ノ椿寿荘へ立チ寄リマシタ

北方博物館ノ豪農ノ館ヨリハ規模ハJヽサイノデスガ中々

見事ナモノデス。一見ノ価値アリト思イマスノデ湯田上

温泉へ行カレタ折ニハ是非御覧ニナルコトフオ薦メ致シ

マス。帰リニハ中野邸へ行キマシタ。此処デハ色々ナ古

文書ヲ見ルコトガ出来マシタ。歴史ノ好キナ私ニハ大変

タメニナリマシタ。

昼飯ハ新津ノ「新森」デ、此処デモマタ飲ミマシタ。

午後 1時半、解散、私ハ「きりん山温泉」ノ実家へ、

コノ晩モ、マタ飲ムコトニナリマシタ。

「わか竹」卜「福泉」トハ多少ノ縁ガアリマス。精々

12711用 クダサイ.サービスモ満点、若女将モ、キレイ。
ソレニシテモ、ワタクシドモノ仲間ハドウシテコンナ

ニ酒好キナノカ ?、 酒デ、ウブ湯ヲ使ッタノデハナイカ

ト思ウクライ。年ニモ負ケズ 0酒ニモ負ケズ 1贋調二老イ

テ行コウト思ウシダイデアリマス。

コノ度ノ幹事ヲ務メタ ニ平、竹谷両君二厚イ感謝ノ
意ヲ捧ゲマス。ソウソウ、次ノ同期会ノヽ村松地区ガ幹事

トナリマス。何処二設営スルノカ楽シミデス。

2002年 ハ、 ドンナ年ニナルカ分ラヌガ同期諸氏、
常二健在ナレト祈ルノミデアリマス。 (佐 伯 記 )

田巻邸 月J邸



昭和 20年 3月 、工場で卒業式を行つたが卒業の喜び
や感激は全くなかつた。翌日からまた特攻兵器造 りの仕

事が始まった。しかし戦局はますます悪化 し遂に、8月

15日 に終戦となつた。私達の中学時代は、将に戦争に

始まり終戦で終わつた苦難の青春時代であつた。

この度も、お互いに健康で同級会に出席できた喜びを

噛み じめ合つた。入学の時、 3ク ラスで 150名 だつた
のが、残念なことに 55名がft界 してしまつた。

来年もまた健康で同級会で会おうと誓い合つて別れた。

林  寛 (旧 中 30)

私達が中学校へ入学 したのが、大東亜戦争が勃発 した

昭和 16年であつた。卒業は 5年制のところ戦争のため

一年短縮されて、私達四年生は、昭和 20年 3月 に四年

生と五年生が一緒に卒業という異例の事になつた。

戦争が激化するにつれ、三年・四年生になると、陸・

海軍関係の学校へ、或いは海軍飛行予科練習生にと続々

と志願 して行つた。

昭和 19年 8月 に四・五年生が、横浜の日産自動車工

場へ学徒動員で出発 した。しか し間もなく寮で食中毒が

発生 し、K君が急逝するという悲 しい事件が起きた。こ

のことを心配 した父兄達がその筋に働きかけ、お陰で横

須賀海軍航空技術廠へ配置換えになつた。

ここは食事は良かつたが、海軍直轄で毎日のようにピ

ンタをもらう厳 しい生活であつた。仕事は極秘特攻兵器

造 りで、二十四時間三交替の旋盤作業に取組み頑張つた。
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戦争中の青春時代



「
臥 青議 ゞFJ と しま  ?

佐 伯 益 一

松高東京同窓会 報々「臥龍が丘は緑なり」の題名は

会報 (lNo.21)に も紹介したことがあるが、これは私が

前から書きためておいた雑文を何時か纏めて自費出版で

もする時の題名にと考えていたものである。、然し中々

それも実現せず、むしろ同窓会報誌に使ったら如何かと

編集会議で提案した所…良い名前…と云う事でそのまゝ

採用され、現在に至っているものである。

だが 中学時代には全然関心もなく、ただ漠然と長年
教えられるま にゝ歌い、書いてきた「臥龍が丘」とは、

いったいイ可だろうと、最近考えるようになってきた。

もちろん「臥龍」の意味も、その場所も大体は知ってい

るつもりであるが、どうも釈然としない。「臥龍が丘」

とは誰が、いつ頃、名付けたものか? 地図にも無い。
ではひとつ 解明してみょうと挑戦する気になった。
・色々と調べてみたが、やっばり分からない。役員会の時

「オレは今、こんな事を考えている、協力してほしい」

と訴えたところ役員諸氏の動きは誠に早く、すかさず在

町の旧友・知人に連絡を取り調査を依頼してくれた。

その結果、数日を経ずして多くの資料や意見書を送っ

て頂いた。有難く感謝すると共に反応の速さにも驚いた

「臥龍が丘」関係以外の資料も多く頂いたが誌面の都合

上「臥龍が丘」のみを取り上げ、他は別の機会に譲るこ

ととし、以下それに基づいて重複する所は整理し、私見

も交えながら述べてゆくこととした。

(一)臥龍が丘 …… 伊藤 正  (中 32回卒 )
中蒲原郡誌の村松町誌第四章名勝古跡の三、諸山翠色

欲滴の項に、最も景色の良い所は愛宕山、本堂山、臥龍

山とあり、村松藩の儒者加藤北涙の詩が載っている。

「臥龍山」と題して

東山未擬臥煙霞  丘塾放青春色新
遥見千峯雲樹裏  不矢Df可虎謝家花

北漠は文政二年の没であるから臥龍山の名称は江戸時代

からあった事は確かである。住吉神社境内にある掘嶋陰

の碑に「葬邑臥龍山」の文字力核1まれているのは、これ

が一般的な称呼であったことを物語っている。

臥龍とは、まさに昇天を期して雲雨を待つ龍の姿であ

る。村松中学校、村松高校のみならず、藩政時代から雄

飛を志す若者の象徴とされてきた由緒ある名称であるこ

とを誇りとしたい。

(二)臥龍が丘 …… 森山 宥  (中 26回卒 )
大正三年七月、県知事・坂仲輔は県下の各町村に夫々

大正十年を完了期限とした「町村是」の設定を命じて、

「村松町是」は大正八年五月に完結した。

「村松町是」によれば「臥龍が丘」の記事はない。

臥龍が丘は「臥龍山」のことではあるまいか。

町是に記載されている山岳は (イ )愛宕山 (口 )地蔵山

(ハ)臥龍山 (二)柄木戸山 (ホ )本堂山 (へ)番坂 。
の山々である。関係部分の口、ハ、二、について述べる

(口 )地蔵山…愛宕山の南にあり、東は半兵衛山に接し

西は太子山に連なりて一帯の山脈をなす。標高75.3
m、 満山松樹鬱蒼として秋季松茸を産す。

太子山は普通、緒 (ア励山と称し南麓に地蔵堂 (今は撤廃

されている)があり、刑場があった。この汗J場は文化十

=年 (1810のいわゆる全藩一揆の主謀者二人を処刑した

特月1な汗1場であって地蔵山の名の起因した理由である。

(ハ)臥龍山…元・山王山、裏山とも称し地蔵山の南西
にあり、標高84.2m、 南方柄木戸山に連接す。
この名は村松藩の故地、村上藩の城のある臥牛山の名

を似せて名付けられたものとも伝えられている。

元・山王山とはこの山上に日枝神社を祀ったことに起因

する。日枝神社は祭神を山王権現と云い、村松町の日枝

神社は当初、正円寺の鬼門の方角にある山王山上に祀っ

てあったが弘化二年 (1845)藩主・直央 (9炉」 が寺町の

旧歯骨堂山、現在の山王山に新社殿を律市、引き移した

ものである。

(二)柄木戸山…臥龍山の南にあり標高 105mに して
西に太子山脈を分岐し十全村との境界を画す。

地蔵山 (緒山)と臥龍山との間、深沢の近くの焼堤の

東に標高67.2mのノlヽ山がある。その山の端が43.4
m、 母校の陸 トグランド面が36.lm,緩やかではある
が丘陵を形成している。「臥龍が丘」については定かで

ないが、もしかすると?と 、私なりの考察を力日える。

昭和六年十月二十五日 母校創市
~十
周年記念式の折

学友会誌第十九号から誌名を「臥龍」と定めたが戦時下

のため 16年創市三十周年記念号をもって停刊となる。
「臥龍が丘」の命名は何時、誰が、何処を指して名づけ

たかは不明である。だが 前述の故事来歴と地理的自然
景観等、山紫水明の地に質実剛健を旨とした有為の人材

育成の象徴として臥龍の故事、町是にある臥龍山、起伏

のない月ヽ山の端から校地に伸びるなだらかな丘陵、特に

校地の辺りを指して「臥龍が丘」と命名されたのではあ

るまいか。臥龍健児の意気込みは応援歌によって伺い知

れるが、旧中学校 歌々には臥龍の文字はない。

※臥龍は「ガリヨウ」で「ガリユウ」は慣用音である。

臥龍は天にも勢いや能力を持ちながら、じ一っと横に

なって寝ている龍のことで、中国の三国時代の蜀の諸葛

孔明をそれに例えたと云われている。英雄のいまだ事を

挙げるざるの喩えと辞典にあるが、何時の日にか時期を

得て天下に活躍することとなる。

ゴθ



(三)スキー場と「あか山」
母校のグランド南西、道を隔て 小ゝ高い丘があった。

道に面して段々になった小さな茶畑があり冬季になると

其処から上方に向けて学校のスキー練習場となる。

勿論、所有者は居たであろうが借用のいきさつは分から

ない。私は其のあたりがてっきり「臥龍が丘」と長年思

い込んでいた。この度、多くの資料を見ることによって

朧げながら実態が分かったような気がした。

おそらく「臥龍が丘」は臥龍山の峰続きではなかろうか

スキー場の尾根に登ると反対側左下に小さな小屋みた

いなものが見えた。「あれは何 ?」 と上級生に訊くと、

「あれは軍隊の弾薬庫だから近づくな」と言いストック

で右下を指しながら、あの辺が日枝神社、その先はお寺

ばかりだと、教えてくれた。ところが後で地図を見ると

実は火葬場であった。昔、この辺は焔硝蔵と呼ばれてい

たので必ずしも場違いの答でもないと思った。

校舎の東方に鬱蒼とした松林の丘がある。赤色の幹が

真っ直ぐに伸びて周りの緑に映えた美しい丘である。

通称「あか山」である。地蔵山～太子山のすそ山かも

知れぬが学生時代は、そう呼んでいた。昔、校長排斥の

ストライキがあり、先輩達が立て篭った山とも聞いてい

る。「緒山」か「赤山」か、半|レ とヽしないが東京には旧

制中学校卒業生有志による「赤山会」なる組織があり毎

年春秋、会合を開き交流 0親睦を図っていることはご存

知の通りである。

話を戻すが「臥龍が丘」の由来は結局究明できなかっ

たが、しかし、これで良いと思う。いつまでもこの名を

大切にして守ってゆかなければならぬ。「幻の丘」であ

っても良いではないか。寝ていてはならぬ。寝てはいら

れない時代なのである。

さて最後となったが今回、会報第32号を発刊するに
当り、村松、東京を問わず同窓の皆さんが貴重な時間を

割いて連絡を取り合い、しかも短時間の内に資料をお寄

せ下されたことに感謝しなければならない。

いずれ 同様な事がらで、ご協力を頂く時があるかも
知れない。お礼とともに、お願いをして筆を欄く。

ご協力頂いた方々。

在村松  村松町史編纂委員   森山  宥 訪
〃   地名研究会      佐藤 栄策 訪
〃   郷土史研究家    伊藤  正 訪
〃   昌校7回卒     佐藤 静子 渤
在東京  東京同窓会常任幹事  武藤 三郎 訪
〃       〃      斎藤 和男 訪
〃       〃      澤出 赳允 訪
〃       〃      深見 洋子 訪
なお 本稿読後、間違い、追加事項等について、ご意見
感想等あれば是非、ご連絡の程お願い致しておきたい。

いずれ、応援歌の作詞、作曲者についても調べてみたい

と考えている。何とぞご協力を。旧校歌 (現応援歌)は
創立当時の浮田辰平教頭の作詞である。

ち ょ っ と  ‐ い い 言舌

ち ょ っ と ‐ い い 言舌

佐伯会長は冬でも扇子を持ち歩いている。

別に暑くもないのに会議などの折、パタパタやって

おられる。子細に観察してみるとその時は必ず煙草

を吸っている。煙草の煙りが周りの人に迷惑をかけ

ないようにとの気配りか。煙草の煙りは天丼に向か

って上っていくが、どちらにしても室内に煙リカ`あ

るのは当たり前のこと、いっその事、その時間、煙

草を吸わなければよいのに思うが、それは無理か。

(洋 )

10月 1日 に都交通局のシルバーパスの更新があ
り、交付を受けた。その際「今度から料金箱を通し

てください」と言われた。「そんな事をするとバス

の乗車□が混雑して、後から乗る人達の迷惑になる

のでないか」と言った。事芙、私の住む地区は老人

の利用者が多く、他の地区に上ヒベ乗降に時間がかか

っているようである。すると「利用者の数をチエッ

クするためです」との答え。道理だなと思った。

半月ぐらい経つと、バスの運転者から「今まで通

り、ただ見せるだけで結構です」と言われた。

今度はヤッパリだなと思った。バスの運転者か乗客

からの苦情が上の方へ届いたらしい。対応が早かっ

た。さすがは石原知事サンだなと思った、もっとも

本人は知ってか知らずかであるが。良い事は迅速果

断に実行することである。年寄りの人達は胸の中で

さぞ喜んでいるであろう。 (イ白)



母校松高が平成 13年で、創立 90周年を迎えた。
私どもが卒業 した昭和 26年が 40周年だつたから、あ
れから丁度 50年経つたのかと思 うと感慨新たである。
(私たちはその年の春、卒業 して しまったので、40周
年事業には参加出来なかつたが )

あの頃を偲んで感慨の一端を述べて見たい。

私どもは旧制村松中学に在学 して居る間に、新制松高

生に変わったという数少ない特色ある存在である。旧制

に入学 した昭和 20年の夏、あの終戦に遭遇 し、敗戦国
として未曾有の大混乱と物資欠乏の国窮の中で学ぶとい

う苦 しくも思い出多い中学時代を過ごした。加えて 21
年にはあの「村松の大火」があ り町の大半が荒廃 したの

で、その苦難さに追い打ちがかけられた。

私はその年の秋、旧制六日町中学校長から本高へ転任

して来た父・常昌に従つて転入 したのであるが、大火後

のため住む家なく当時の寄宿舎を住居に、他の先生方数

家族の方々と共に過ごした事が思い出される。

当時は弁当も満足に持てないような酷 しい時代であっ

た。軍隊から払い下げのナッパ服や背嚢に、足駄という

姿が大方の標準スタイルだつたが、心は豊かで苦 しい中

にも質実剛健の校風とともに勉強に動 しみ、また文化祭

や運動会などの学校行事にも熱心に取 り組むなど、学校

生活は豊に築いたと実感 している。

昭和 22年 、画期的な学制改革があり旧制松中は新制
松高とな り、私どもはその併設中学の 3年生という事に

なつた。そして旧制中学 4年に当たる昭和 23年から、
高校 1年生という事になつたが、先生方や学友が変わつ

た訳ではないので、あまり実感はなかつた。教科書など

がそれな りに変わって来たので次第に高校生になつたと

いう自覚が湧いて来たように思 う。

昭和 24年 、高 2を 迎えた年から更に画期的な事が起
こつた。村松高女が本校と統合され男女共学となつた事

と、選択教科制度の実施など教育課程の大幅な改革であ

る。丁度、年頃になつた私どもにとって、これまた年頃

の女生徒が来て一緒に学ぶなどとは、まさに晴天の露震

で不安と期待で複雑な思いであつた。

一方、ホームルームという耳新たな学級生活や、選択

教科になるとそれぞれ選択 した教室へ分散移動 して (国

語・体育以外 )学ぶという学習方式実現にも大変面食ら

ったものである。

しかし、やがて軌道に乗 り慣れると、たいへん適切か

つ合理的なシステムだと実感 して来た。これは、何処も

皆このようになつたのかと思つていたが、必ず しも全国

新制松高発足当時の思い出

剣持 常泰 (高 3回卒 )
一律であつた訳ではなく、新制松高の文字通 り進取的、

先導的な試みであったという。

先生方も、みな熱心で個性豊な方々であった。紅一点

だつた音楽の山家先生のほかに男女共学制になつて沢山

の女性の先生 も来任され指導陣も多彩になつた。女子が

来て混声合唱も出来るようになるなど、文化祭・運動会

等の学校行事 も面目を一新 した。

共学と言っても私どもの時代は、女子のみ 1組別個に

編成されるという、いわば「併学」であったが、選択教

科の時間やクラブ活動、学校行事等になると文字通 リー

緒になるので、これが大きな魅力ではなかつたろうか。

新 しい制度とシステムの中で丁度新雪をかき分けるよう

に、先生方も生徒も共に未知の世界を模索 し探るかたち

で、必死になって取 り組んだのだと思い出している。

その結果、勉学は言 うに及ばず文化祭等の各種学校行

事の充実をは じめ、陸上や野球部等の県大会での善戦が

実現 した。そして進学は過半数が新潟大をは じめ各種の

大学に合格 したり、就職も大勢が堅実な職場に進むなど

大きな成果として現れたのである。

あれから早や 50年 、冒頭に述べた 90周年を迎えた。
これを機に母校の新たなる充実と発展を祈るものである。

…以上…

倉り =ウ「 ブL」卜月到 名FOこ 堤塾 ぅ

野球部 OB・ 沢出 赳允 (高 6)
私達が一年生の時、創立 40周年記念式典が行われた。
故郷をはなれて48年 、母校の栄光が脳裏に焼きついた
ま 松ゝ高の歴史と伝統の重みを感 じながら過ごしてきた。

平成 11年の夏、甲子園出場校の中には、創立 100
周年、 120周 年と超歴史のある学校が多かった。創立
100周 年にして夏の甲子園へ初出場をはたした山口県
立岩国高は じめ多くの学校で長い間、あきらめ もせず、

日標に向かつて切磋琢磨 した結果であり敬意を表 したい。

松高も創立 100周 年まであと lo年ある。
私達が三年生の昭和 28年夏、野球部は新潟県大会で優
勝 した。当時は全国大会への出場は信越地区で 1校だつ
たため甲子園へは行けなかった。

後に各県大会優勝校が甲子園へ出場する事になつた。

県大会で優勝経験のある “松高野球部も甲子園出場が近

いのではないか "と 思いつ ゝ、何時の間にか超長い歳月
が過ぎてしまった。生存中に一度でいいから甲子園で後

輩の勇姿を見たいと思つている。

ゴ2



懐か しき :あ だ名

渡辺 八郎 (高 3)

学校の先生には “あだ名"がつきものである。諸先輩

が付けた先生のあだ名は、誰彼となく言い伝えられて行

くものである。風貌や動作からして、まさにピッタリの

あだ名には感心させられたものである。

私が旧制中学に入学 したのは昭和 20年 、終戦の年で

ある。当時の先生方は国防色 (カ ーキ色 )の国民服を着

ていた。呼び方も「○○教官」で近寄 りがたい存在であ

った。しか し伝統ある “あだ名 "を重ね合わせると平和

な背広姿の師であり先生に見えた。

校長は蛙の王様で「がま」、教頭の威風堂々と歩く様

に「タンク」、骨張つた風貌で「ガンジー」、腕まくり

の大嫌いだつた数学の「タンジェント」、その他、「ひ

らめ」「ほ しかぶ」「どろん」「らっきょう」「らいぎ

ょ」に「オットー」など多彩であった。愛嬌のあるとこ

ろでは「ぽんちや」「まんちゃ」「ぐんちゃ」など、そ

れぞれに曰く因縁があつたのだろうが、それな りに “あ

だ名"に恥 じない「立派な個性 ?」 の持ち主であつた。

中でも、時代屋の「どろん」先生、独 り意気込んで授業

をしていた、あの顎ひげの風貌は小説「坊つちゃん」の

仲間に入れてほしいくらいである。瓢々と且つ茫洋とし

た風采の「まんちや」などは、語感と語呂がマッチ した

例えようのない妙名であろうか。その人だけに与えられ

た語源のない絶品である。

終戦時からこの方、先生には “あだ名"が少ないとか

聞くが、師弟の溝がなくな り師の存在が薄らいできたの

か、先生に個性がなくなつたのか寂しいかぎりである。

当時の、わが旧制村松中学の先生のあだ名は、聡明な

る生徒の五感が命名 した冠たる勲章でもある。あらため

て先輩に敬意を表する次第である。

若いうちは「仇名」も結構。長 じて「字 (あ ざな )」

も結構。人生ささやかな存在を認めてくれる「あだな」

一つくらいはあってもいいのでは……。

慈
じ

，
特
つ光

お
り
た
て
ば
　
そ
こ
は
ふ
る
さ
と

た
ず
ぬ
れ
ば
　
そ
こ
は
慈
光
寺

た
く
ま
し
き
　
老
杉
の
道

ひ
と
す
じ
の
　
老
杉

の
道

谷
水

の
　
清
ら
に
流
れ

し
ゎ

ん
し

ゎ
う

　

　

　

　

―
子

わ
が
春
愁
　
を
　
開
か
に
満
た
す

果
て
し
な
き
　
み
ち
を
も
と
め
て

悟
り

へ
の
　
み
ち
を
も
と
め
て

ひ
た
す
ら
に
　
畳
に
座
る

寛
水
　
い
か
に
聞
き
し
か

か

つ
ぜ
ん

　

　

き

ょ
う

至
り
し
や
　
裕
然

の
境

そ
の
歓
び
に
　
触
る
る
術
な
し

苔
む
し
し
　
石
の
ほ
と
け
よ

も
の
い
わ
ぬ
　
石
の
ほ
と
け
よ

ち
か

悲
し

み
は
　
い
の
ち

の
証
し

ほ
の

お

苦
し
さ
は
　
だ
い
じ
な
炎

ひ
む
が
し
に
　
午
云
の
流
れ
て

お
か

わ

　

そ

ふ
る
さ
と
の
山
　
茜
に
染
ま
る

問
う
こ
の
わ
れ
は
　
い
ず

こ
か
ら
来
し
や

こ
の
わ
れ
は
　
い
ず

こ
に
行
く
や

こ
の
古
刹
　
士戸
は
な
け
れ
ど

か
す
か
に
も
　
雪
を
ふ
む
音

と
お
ざ
か
る
　
雪
を
ふ
む
音

凡
凡

の
　
み
ち
を
あ
ゆ
み
て

お
き
わ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
か
　
　
　
な
げ

翁
が
ひ
と
り
　
眼
花
を
嘆
く

高
三
回

（
昭
和
２６
年
卒

）

っ
■っ
　
　
　
一
に
　
　
　
　
　
　
ょ
′．け

―
´

土
　
田
　
　
猛

寺
じ

越後禅門の名刹・慈光寺

ゴθ



石 り II力匡三二 Fξ (高 2)σ)イ固 屋棄
奉 会 裡 0こ 終 わ る

東京同窓会会報 30号及び 31号で、ご案内いた しま
した、一水会会友、石川雄二氏 (高 2)の油彩個展が、
9月 18日 から 9月 23日の 6日 間、東京八重洲・三興
画廊で開催され大盛会の うちに幕を閉 じました。

石川氏の初の個展が東京で開かれ、これ程好評で来場

された方々から高い評価を得ましたことは、本人は勿論

のこと世話人一同感激にたえません。

展示は、 2号から 100号 まで 34点、阿賀野川・白
山・菅名岳・三川温泉郷や、田園のはで木・魚沼の緑・

暖かい雪模様など郷土の風物詩をかなで、懐か しさで心

に安らぎを与えてくれるものでした。

個展の成功は、石川氏の「自然の美 」に対する自己主

張とそれを表現する才能に他ならないものですが、また

同窓の皆様、同期の諸兄姉、そして一般の方々のご支援

の賜物と御礼申しあげます。特に、東京同窓会会長の、

佐伯益一氏 (旧中 27)、 武藤二郎 (旧中 26)大 先輩
ご夫妻、沢出赳允 (高 6)幹事等々、多数の人達のご来
場をいただき感激一汐で した。

石川氏は更に数段の冴えを重ねて、いつの日か再び挑

戦 したいと情熱を燃やしてお ります。村松高校同窓の諸

兄姉の中に様々な分野で才能をお持ちの方が大勢おられ

ることですから、この様なチャンスと場を作 り “村松高

校の文化ここにあり"と 大いに意気を揚げていきたいも

のです。最後に同窓の皆様に重ねてお礼申しあげます。

世話人代表・ 杵渕 政海 (高 2回卒 )

…自山浅春…

雪止む…第 63回一水会展 (2001)

…・イ固 展 の お IEIら せ …・

「

… … …・ … … … …
~…

… … … … … …
―
… … … … … … … ― … … … … … …

/Jヽ 出 博 一 氏  (高 8)7由 糸会 展

会場 東京交通会館 Bl(シ ルバーサロンA)

千代田区有楽町 2-10-1
電話 03-3215-3826

JR有楽町駅・京橋口正面

期間  2002年 3月 3日 (日 )～ 9日 (土 )
AMll時 ～ PM7100

最終日は PM5100ま で

お問合わせ電話  047-448-9632(ノ lヽ出 )
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◎ 左記の油絵は、小出氏作品



本寸北2・ Hi4甕 理夢

伊藤 正 (中 32回卒 )

村松では「番地」「町内番号」「町名」の三通 りの住

居表示がある。いちばん分かり易くて一般に使われてい

る町名は通称であつて、公式な町内名として取 り扱われ

ていない。

困るのは郵便屋さん。町の大通 りに沿つて駅前から学

校町と春日のはずれまで、更に、新町、深沢、愛宕原、

番坂と町の大部分が甲番地。

乙番地は、大通 りの甲番地をはさんで東西の二区画。

丙番地は学校町の甲番地の中に、6～ 7箇所にわたつて

点在 している。

このような区分に当然のことながら合理化の声があが

り、新 しい町内名を付ける試みがなされた。

城下町とい うことで、藩政時代の町名をもとにした案

が示されたが、線の引き方が悪いとか、必ず しも歴史を

ふまえていないとか、議論百出。村松の新 しい町名もど

うやら暗礁に乗 り上げ動きがつかなくなったらしい。

先に述べたように、甲番地は旧町の乙番地を除くほぼ

全域にわたる。乙番地だけが明確な二つのプロックにま

とまつていると言えるのである。

では乙番地の素性は何か。一般に西丁といわれている

長柄町・御徒士町 。本堂・片町。滝谷川 (城川 )を 隔て

て、仲丁 。新道・馬場丁・泉町など大手門、溺手間の内

側 (丸の内・本丁 )。 東丁といわれる根木町・宝町など

が乙番地で、江戸時代の町絵図を調べると、住人は名字

を持つている。つまり、乙番地は武士の居住区であつた。

ちなみに江戸時代の城下町では武士の居住区は「丁」、

町人の居住区は「町」の字を用いている例が多い。

では、なぜ武士の居住区だけを乙番地とする必要があ

ったのか。この事も町史に書いてないが、大漢和辞典を

編著 した諸橋轍次博士に漢字の手ほどきをした奥畑義平

の著 した、村松の歴史「松城志」下巻の明治五年の項に

「廃藩庁。置新潟県出張所。而士族興平民異治。児嶋泉

為士族戸長 (略 )」 とあり、士族と平民が別な行政の下

に置かれたことがわかる。

児嶋泉が士族戸長になつたのであれば、平民の戸長も

いた筈であるが、児嶋泉の名 も平民戸長の名も書かれて

いない。しかし、甲乙の番地の制定はこの辺 りの行政上

の必要に関わるものと推測できる。

明治 9年の項には大小区制が施行され、町が二つの大

区になつたことと、正副の大区長の名が記録されている

ものの、具体的な区割 りがどうであつたかは定かでない。

明治 12年郡区制の施行のとき、町は三つに分害1さ れ
西丁は城町に、丸の内は上町に、東丁は下町に含まれる

ことになり、それぞれに町会を持つことになる。

猫の額ほどの町が、三つに別れたのでは大変で、明治

16年に合併 して一つの「村松」になる。甲乙は明治 5
年から 12年の間に決まったものと思われる。
丙番地については、町から離れたいくつかの小集落が

軍隊ができたことによって、新 しく開かれた営所通 りの

甲番地の拡張によって、その中に取 り込まれたものと考

えられるが、詳 しいデーターがないので、その由来につ

いては触れることができない。 以上

(付記 )図は「村松お城の会」会長、佐藤吉宏氏

(佐藤住建社長 )が同社の不動産広告の裏面に、

村松の小字名として付記 したものである。

…撃モ利氏ιこ て)い て}…

昭和 12年 3月 1日発行の新潟県立村松中學校・
校友會会報、「臥龍 」24号の表紙

新潟県立村松中學校校友會の発会式は明治44年
5月 9日 に行われた。
会報第一号は明治 45年 3月 に発行されたが、会
報名がなく昭和 6年にいたって漸く会報名がほ しい
との要望が多くな り、生徒よりその会報名を募集 し
たところ「松城 Jと 「臥龍 Jの二点が多く、最も生
徒の人気を獲得 した「臥龍」が最終決定となったと
いわれている。
村松町在住 佐藤 栄策氏 (旧中 26)調 べ
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『検証、酒談義』

酒は無理に注ぐべきでないし、また注がれた酒は残す

べきではないというのが私の信条である。

県人会や郷人会等の集まりで肩をたたかれ「やあ～、

しばらく。お元気ですか」と酒やビールを注がれる。満

杯のコップに一日、口をつけてから注いで頂く、そして

一口軽く飲んでからコップを卓上に戻す。これがお酌さ

れた時の礼儀であると私は心得ている。

なにしろ呑兵衛の看板を背負つている私の事とて、な

かなか応対に忙 しく箸を持つ暇も無いくらい。 しかし冗

談を交わしながらも楽しく飲めるのは嬉 しい限 りである。

だが、宴が終わつてからテーブルの上を見ると、なんと

酒やビール、水割 りの飲み残 じの多いこと。中にはまだ

半分くらい残っているビール瓶も多くある。そして会場

の従業員が大きなポ リバケツを持つて集めている。「あ

～、勿体ないなあ、然も半分は税金なのに」と思 う。店

の売上に協力 しているのか ?、 果たして各人は自宅での

晩酌もそのように残すのであろうか ?と 、つい考え込ん

で しまう。

嘗て “きりん山酒造 "の先代社長・斉藤徳男氏と酒席

を共にしたことがある。氏はお膳の上にこぼれた酒を、

指先ですくい、手の平や甲に擦 り込んでおられるのを見

た。僅かな酒でも大切にする、さすがは造 り酒屋の親父

さんだなあ、と感心 したことがあった。

酒は肌にも良いし艶を出す。だから常に大酒を飲む相

撲取 りは、荒い力勝負の割 りには肌に輝きもあり艶もあ

るのだとこれは後で知つた。私も酒は好きな方だが別に

内臓は悪くない。齢の割 りに若く見られるのは、そのせ

いかなとも自賛している。「皮膚は内臓の鏡」と言われ

ているが、その所以もここにあるのであろう。

私はビールだけ飲んでいると、なんだか物足 りないし

酒だけだとのどが渇く。従つて交互にチャンポンで飲む

ようになる。酒は熱 r81を 好む。チャンポンは悪酔いをす

るとの説もあるが、これは根拠が無い。胃の中で違 う種

類の酒が混 り合つても特別な化学変化はおきないという。

悪酔いや二日酔いは量を飲み過ぎるからであり、量に

よって爽快期、ほろ酔い期、酔っ払い期、酪酎期、泥酔

期と状態が変わつていくので精々三番目の酔つ払い期で

止めておくべきで、この時は感情不安定となり、感覚が

鈍くなる。酪酎期になると千鳥足とな り、それが進むと

それに輪をかけた万鳥足、即ち泥酔となり、もう何とも

仕様がなくなる。別称、大虎である。虎とは酒飲みのこ

と。酒の別名「ササ」に虎から、または寅の刻 (午前四

時 )ま で飲むことに由来 している。泥酔の泥は中国の南

方の海に棲むという空想上の虫の名で、この虫は骨がな

酒 。さ け 。さ け
佐伯 益■ (旧中 27回卒 )

く、水の中では生き生きしているが水が無くなるとフニ

ャフニャになつてしまう。水を失つたこの虫の様子が人

間が酔い漬れた姿と似ているので「泥酔」という言葉が

できた。この言葉は随分古く、約千三百年前、.唐時代の

詩人、社甫も「酔いて泥の如 じ」といつていると以前あ

る本で読んだ。私の経験からいうと「酔っ払つていたの

で全然分からなかつた Jと 言 うのは嘘。少なくとも半分

は分かっていたか、あとで思い出すかである。「知らな

かつた」とは言わせない。

人と飲む時「まず一献」と注ぎ合うのは当然としても、

あとは程々に手酌でやるのが一番良い。

ここで私の酒歴について、ちょっと触れておく。

多分、小学校五、六年の頃か、従兄弟 と二人で酒の当て

つこをしたことがある。サイダーと酒をそれぞれコップ

に入れ、サイダーの泡が消えるのを待ちデンスケ賭博よ

ろしくコップを左右に数回置き換え、間違えた方が飲む

ことになり私が酒になつた。一息に喉へ流 し込んだが、

なんとも言えぬ微妙な味であつた。然 もそのあとケロリ

としていた。これが私と酒の出会いである。父親が土建

業を経営していたので酒類は常に台所にあった。以後、

私は時々「盗み酒」を試みるようになった。

ビールを飲んだのは、それより大分あとのこと。栓

は指先で簡単に開いたが一口飲んだら、とても苦かった。

「なんだ、こんな味か _と 残 りは捨ててしまったが、な

んと実は、これは家人が料理か何かに使うつもりでとつ

ておいた氣の抜けたビールであった。

進学で上京後、友メ、三ノ、位と初めて上野駅前の京成果

楽で生ビールを飲んだっ酒の統制が始まった頃で、客は

長く列をな しており我 々も学帽を隠して並んだが、一人

二杯の制限であり、一杯は今の小ジョッキ位の大きさだ

ったが「 うまい !ン と感 じた。飲み終わると仲間が「お

い走ろう」と言 う。 ~な んだ逃げるのか」と訊くと「い

や違 う」と。訳の分からぬま にゝ西郷さんの銅像の所ま

で走つたが、酔いが一度に全身を回つた。成る程、こう

いう事かと理解 した。それ以来すつか リビールと仲良く

なつた。

戦後、土木工事の現場監督をしていた時「今日はコン

クリ打ちの小間割 りだ」と指示、仕事が早めに終わった。

「おい、焼酎を買つてこい」とカネを渡 し使いを走らせ

る。容器が無いものだから皆、空になった弁当箱や、お

かず入れで飲むが「はい、親方から」と深さ 5セ ンチも

ある一番弁当になみなみと注がれたのには閉口した。従

つて回じ飲みとなる。肴はスルメ、女性達も飲む。日が

経つと彼女達は気を利か して、昼弁当のおかずを多めに
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持つてくるようにな り、少 し残 しておいて酒の肴にと皆

に配る。「 トリスを飲んでハワイヘ行こう」なんていわ

れていた頃で、これで焼酎を覚えた。

東京へ出てきて初めて焼酎のお湯割 りや、ウィスキー

の水害1り があるのを知つた。二次会などに誘われてクラ

ブやスナックに行くと水割 りが出る。コップが半分位に

なるとウィスキーをちょつぴ り入れて、やたらに水や氷

を入れる。しまいに「オレは水を飲みに来たんでねえ !

そのま 持ゝつてこい」と喚き、店の女性達を呆れさせる。

田舎にいた時、ウ ィスキーや焼酎はそのま 飲ゝむもの

と思つていた。

旧制中学の時、軍事教練の一環として、佐渡行軍があ

つた。背嚢を背負い三八式銃を担いでの徒歩行軍で、こ

の三八式銃は明治三十八年に制定され、この頃の年代ま

で製作使用されたものであるから、長年の手入れ等で油

が滲み込み我々の肩には随分重かつた。

この銃が先の大戦でも使われていたとは驚くほかはない。

「お前は佐渡が初めてだろうから船に酔つた時には、こ

れを飲め」と料理番をしていた叔父が別の水筒に酒を詰

め持たせてくれた。海は少 し時化ていた。引率の先生の

一人、陸軍少尉の教官 ドノが青い顔をして壁に背を当て

大あぐらをかいてへたばつていたのを丁度、通 りか ヽつ

た私が「先生どうしました ?Jと 訊くと「うん、少 し船
に酔つたらしい Jと の答え。「薬を持つていますが」

「薬とはなんだ ?」 耳に口を寄せて「実は酒です」「な

に～酒 ?、 直ぐ持つて来い」私は怒鳴られるのを覚悟で

恐るおそる差 し出した。ごくん・ゴクンと二～三口飲ん

で「 して、なんで ?」 と。私は、しかじか、かくのごと

き訳でと説明 した。「 うん、分かつた。他には言 うな、

これはワシが預かつておく」と仕舞い込んでしまった。

帰 りになつて「ご苦労であつた」と言い水筒を返 してく

れたが、中は空っぽ。しかし、匂いが飛ばないようにと

の心配 りか、中は水できれいに洗つてあつた。以後、学

校で偶々目が合 うとニャリとしていた。

半年後、私は卒業となる。へたをすると退学にもなり

かねない危 うくも、懐かしい思い出である。

酒の思い出はまだあるが、ちょつとのつもりが、つい

筆が滑 り過ぎたようだ。ここらで本来の酒の講釈に戻ら

なければなるまい。

「新潟の酒は、おいしいですね」と、よく人に言われる

が、天の邪鬼性の私は、全国に何千何百の蔵元があるが、

なんで不味い酒を出す蔵元があろうか。何処の酒でもみ

んな旨いんだとヽつい反論 したくなってしまう。しかし

「特に新潟の酒は」とと言われると話はまた違ってくる。

新潟県には市部 20市 、郡部で 56の町、35の村、
合計 111の 市町村があるが、この内、48の市町村に、
103の 酒造会社がある。一つの酒蔵で 2～ 3種類の酒
を造つている所もあ り、従つて県下では、約 200以 上

の銘柄の酒が造られていることになるが、実数について

はよく知らない。

因みに全国で、酒造会社は約 2400社 、銘柄は主な
るもので約 5000種 以上あることから、新潟県の酒の
生産量が群を抜いていることが理解できる。

新潟県の酒が特にうまいと言われるのは『水』『米』

『技』の三要素が、うまく調和 しているからで、いわゆ

る「淡麗辛口」なる酒が出来上がる。「淡麗」とは軽く

サ ッパ リとの意で、最近ビールにもこの呼び名が付いて

いるのもあるが、これは新潟の酒の方が元祖ではないか

と考える。

「水」には「硬水」と「軟水 Jがあり、カリュウムやマ

グネシュウムの多い方が「硬水」、少ない方が「軟水」

で、新潟の酒は {軟水 }か ら造られる。そのため口あた

りの柔 らかい酒が出来あがると聞いた。ご承知の通 り、

新潟は豪雪地帯、降 り積 もった雪水が長い期間に山に滲

み込み湧き水となつて土壌の良さと重な り、うまい米を

育てる。新潟の水は、山と雪の恵みといえる。新潟の、

「米」については、もはや言 う必要はない。ただ、酒造

用として品種改良された代表的な米・五百万石 。一本〆

・たかね錦・などがあることを知つておく必要がある。

これで、水と米が揃つた。あとは、如何にして うまい酒

を造るかである。即ち技術である。技術だけだつたらロ

ボットでも出来る。心が込もつていなければ、うまい酒

は出来ぬ。これを『技』と呼ぶ。

高志 (こ し)の国 (越後 )に関わる奴奈川姫と大国主

命との話から新潟の酒は「もてなす心 」から生まれたと

古事記に書いてある。

酒を造る職人の トップを「杜氏 Jと 呼ぶが、「越後杜

氏 」の名はあまりにも有名。従つて、その『技』―字の

ために修行は極めて厳 しく、つらいものと聞いている。

全国で唯ひとつ、清酒のための県立醸造試験場を持ち、

県立高校で醸造科があるのは吉川高校だけというのも、

さすが新潟県ならでは、と感 じている次第。

さてそこで、蔵元で造られる清酒の種類や区別につい

てであるが、嘗ては級別制度による特級、一級、二級な

どの清酒や、合成酒などがあつたが、長年、酒と仲良く

付き合つてきたつもりの私でも、現在の吟醸酒、純米酒、

本醸造酒、生酒となってくると、その区別がサ ッパ リ分

からない。従って、いま手元にある酒のパンフレットを

見ながら書 くこととした。

酒の原料として、いずれも「米 」「米こうじJ「 水」

を使用することには変わ りがないが、これに醸造用アル

コールを加えるか否かで特定名称が変わつてくる。

醸造用アルコールを加えない酒は……①純米酒 (精米

歩合 70%以下 )②純米吟醸酒 (同 60%以下 )③純米大吟

醸酒 (同 50%以下 )④特別純米酒 (同 60%以下または特

別な製造方法による、説明表示を要する )
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醸造用アルコールを加えた酒は……

①吟醸酒 (精米歩合60%以下 )② 大吟醸酒 (同 50%以
下 )③ 本醸造酒 (同 70%以下 )④ 特別本醸造酒 (同
60%以下または特別な製造方法による、説明表示を要す

る )な どがある。

このほか製造上の特徴から……

①生酒 (製成後一切加熱処理 しない)② 生貯蔵酒 (出
荷の際に加熱処理する )な どがあ り、程度の差こそあれ

香味、色沢が何れも良好で夫れぞれ特色があるのは言 う

までもない。

醸造用アルコールとは、石油などから作られる合成ア

ルコールとは違い、澱粉や糖質を原料とし、これを酵母

で発酵させてから蒸留して作つたもので、使用 した白米

重量の 10%を超こえてはならないとの制限がある。

また精米歩合とは玄米 100に 対する磨き落とした残 り

分で、因みに我々が食べる飯用米の場合は約90%である。

同一の銘柄や種別の日本酒ででも、品質が優れている

印象を与える用語として「極上」「特撰」「別撰」「デ

ラックス」等の表示のものがあるが、原料や製造方法な

どの違いが明確なものだけにされているとのこと。但 し

これらの用語は、吟醸酒、純米酒、本醸造酒に合わせて

表示できぬことを知つたし、一升瓶の包装紙に印刷され

ていても、瓶にそのラベルが貼られていないのを見て、

成る程なと思つた。

誘われて幾度か「利き酒の会」に行つたことがあるが

私にはあまり興味も関心もない。ただ、其処で「きき酒

用」の小さな容器の底についている、青色の「蛇の目模

様」の じるしの意味、目的を知ることができた。青色の

所が酒の透明度、白い所が酒の色合いを判断し易くする

ものだそうだ。

また、酒には製造後、期間によつて「新酒」「古酒」

の別がある。造 りたての酒が「新酒」それをひと夏越 じ

て熟成させたものが普段飲む酒。―年以上貯蔵 したもの

を「古酒」という。

先般、十年間冷凍庫に保存 した酒を見せてもらったが、

シャーベット状になつていた。話によれば、酒の味は じ

ないが、うまい。だが、酔い心地は誠によろしいという。

夏場であったので、すぐ元の場へ戻されて しまった。

銘柄を訊くのを忘れたが、さぞ値段は高いだろうと思っ

た。凍結酒という。アルコールは凍らない。

これ も最近の話だが、酒びんのふたを取ったあと、残

りの酒が酸化 しないように、即ち酒の味が変わらぬよう

に「窒素」を入れると良いと聞いた。「窒素」を入れた

小さなスプレー式のボンペがあるとの事だが、窒素は酸

素よりも軽いし、や りかたも分からぬ。まだ見たことも

ない。

若い時、「酒は噛みながら飲め」と年上の人から言わ

れたことがある。「なんだ、液体が噛めるものか。それ

とも俺の酒だから噛みじめて飲めとでも言 うのか ?」 と

思つたが後日、酒を飲む時には必ず食べ物を一緒に摂れ

と教えてくれたのだなと理解 した。

私は今まであまり食べない方であつたが、最近は食べ

ながら飲むようになつた。肴はイワシの丸干 じ一匹と長

ねぎ 1本で充分である。食べ物は各人各様であるので、

ここでは取 りあげないが、とにも角にも何か食べながら

飲むのが一番良い。ヤケ酒といつて何も食べずに煽るの

は悪酔いの元、かと言つてバタピーをボリポリや りなが

らのヤケ酒では絵にもならない。まして心のウサの捨て

所でもない。酒は楽 しく笑いながら飲んでこそ初めて

「百薬の長 」の意味が生きてくる。だから冒頭に書いた

「酒は無理に注ぐべきでない」ということに相成る。

宴会の席で銚子と盃を持って蟹の横這い宜 しく、次々

とお酌に来られるのにも閉□する。盃を返さず、お膳の

下に置いたま にゝし相手を国らせたことが度々あった。

几そ二十個ぐらい溜つていたか。時 々「お流れ頂だい」

や「おこぼれ頂だい」果ては「おもらし頂だい」などと

言つて皆を笑わせた。

返杯と称 して盃を返すが、音の料理屋には必らず「盃

洗」なる容器があつて水で洗って盃を返す。「なんだ水

くさい」と言われたものだが今は廃れた。盃の交換もな

くなつた。これは、衛生上の観点からも良いことである。

この頃何処へ行つても「酒は二十才になつてから」ま

た「煙草は…」の看板、表示が目立つ。いつたい如何な

る故で ?と 調べてみた。人間の身体は大体二十才までが

成長期であつて、二十才を過ぎると脳細胞が次第に死減

していくという。 (欧米では女子、十七、八才頃から老

化が始まると聞いている )人間には、古い脳 (本能、欲

望 )=本音と、新 しい脳 (常識、倫理、道徳 )=建前の、
二つがある。酒は先ず「新 しい脳」を選択的に麻酔させ

るので「本音」が出てくる。通常、人間は頭の中で「本

音」と「建前」が喧嘩をしている状態であるので、ス ト

レスもそこから生 してくる。酒によって「建前 」が麻痺

し、ス トレスが解消 し「本音 」が出てくるというわけで

ある。成長期における飲酒が脳細胞の死滅を早めさせ身

体の発育を阻害 し、また理性を失わせ、犯罪に結びつき

易いことを考えれば、一定の年齢を定め法律でもって規

制することは当然のことであろう。本音が自由奔放に働

いたら大変なことになる。

我が国では「未成年者飲酒禁止法」によつて未成年者

の飲酒は禁止されている。法律では、民法で二十才に満

たない者を「未成年者」という。

この法律は大正 11年 (1922)に 施行されて、昭和23年

(1948)に 手直 しされて現在に至つているが、この法律

が今日、確実に守られているとは思えない。何か再検討

の余地があるのではないかと考えるが、現に私自身が前

述の通 りであるので、大きな戸では言えない。
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昭和 19年春、繰上げ兵隊検査が無事に終 り、その晩、
仲間たちと料亭で ドンチャン大騒 ぎをしたことを、いま

懐かしく思い出す。同時に酒好きであつた父の納棺の時、

徳利と盃が一緒に納められたことが瞼に浮かんで
・
くる。

さてここで、頭の体操を一つ。

『直径八尺の酒造用ホーロータンクの酒を、毎日三合ず

つ飲み続けて一寸減らすには幾日位かかるか ?』 である。

ちょつと計算 してみてほ しい。分からぬ時は、清酒一升

で教えてあげる。

最後になつたが、この稿を起こすにあた り、麒麟山酒

造腑社長・新潟県酒造組合長、斉藤吉平氏から送つて頂

いた資料が随分と役に立った。

厚くお礼申し上げる。

悠々、酒の美味 しい時季となつた。酒友各位には心 じ

て飲まれるよう、お訴え申し上げ筆を欄く。

(東京同窓会・会長 )

※ 八月二十九日付、朝日新聞夕刊は
『新潟県教委は来年度、県立吉川高校・醸造科の募集を

停止する方針を固めた。普通科への進学希望者が増え _

定員割れが続いているためで、現在の一年生が卒業する

2004年 3月 で廃止され、40年以上の歴史に幕が閉
じられることになつた』と報 じていた。

第 二 の 人 生

小出 博三 (高 8)
子供の頃から好きだつた、野球と絵を書く事、勉強は

二の次、小学校では斉藤光孝先生、高校では富永一生先

生の元で美術部に席をおいた。部員の中には美大を目ざ

す人もいて私 もその気になつていた。

ある時、父に話 した所「とんでもない」と大反対、東

京に出る条件は絵の学校以外の勉強をする事と云われ、

しぶ しぶ花の都 。東京に出たさに取引をした。絵に少 し

でも近い建築の学校に決めた。

卒業 して会社に入ると作業服で職人と渡 り合 う建設現

場、あつい、さむい、きたない、危険な職場に何とかな

れて来たと思 ったら、定年・還暦。何か好きな事をと三

日考えたら、無性に絵が書きたくなった。

油絵の道具一式買い込みキャンバスに向かった。高校

時代の美術の情熱がよみがえり爆発 した。絵筆もなめら

かにキャンバスをなめている。公募展にも出品 し入選、

落選、入賞あ り、自分のレベルが見えてきた。

3年間で 100枚 のキャンバスが色付き、個展を開い
た。松高 8回生の人達や、会社人間の 35年間にお付き
合いした方々に愛されて以後、個展を楽 しんでいる。

2002年 3月 は 4回 目とな り、いつまで元気で画け
るか、休力との勝負でもある。

L_

ち ょ っ と ‐変 な 言舌

米国の世界貿易センターに対するテロ攻撃の首謀

者と言われるアフガンのビン・ラデインに何故か一

部のマスコミ・報道紙を除き大半の報道紙はNHK
を始めとして 氏をつけて呼んでいる。不思議だ、
立派な犯罪者ではないか。昔のヒットラー、ムッソ

リーニ、また日本のオウム真理教の麻原某などに氏

をつけて呼んでいるだろうか?報道関係者の説明を
訊いてみたいものである。       (伯 )
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12001年 ‐国 内 の キ な 出 来 事
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日

日

　

日

１

８

　

８

5月

1月

さいたま市誕生 (浦和 。大宮の合併 )
消費者金融「武富士」弘前支店で、ガソ
リンをまさ放火、従業員 5人焼死
大阪教育大付属、池田小学校に男が乱入
刃物で切 り付け死者 8人、重軽傷 21人
東京都議会議員選挙・投票率 50%
雪印亭L業 ・食中毒で 21工場操業停止
2000円 札発行、図柄=沖縄守礼門
史上最高の猛暑で「熱中症」倍増
外務省ハイヤー水増 し請求、詐欺発覚
外務省デンバー総領事、公費流用発覚
明石市で花火見物の歩道橋上で将棋倒し
にな り10人死亡 90人以上が重軽傷
東京の最低気温 28.7度 で、 7月 とし
ては観測史上最高を記録
参議院議員選挙、投票率 56.44%
日本の平均寿命、女性 84.62歳
男性 77.64歳
小泉首相、靖国神社参拝
高校野球 。日大三高が初優勝
午前 1時、歌舞伎町の雑居ビル火災
外務省課長補佐、ホテル代水増 し請求 し
4千万円強を私的流用、詐欺容疑で逮捕
台風 11号 、首都圏を通過、暴風雨
ニューヨーク、ワシントンなどで同時テ
ロ。世界貿易センタービルなど倒壊
死者・行方不明、5160人
大手スーパー、マイカル倒産
フ
゜
口野球、パ・リーグ「近鉄」優勝
栗東市 (滋賀県 )誕生
プロ野球、セ・リーグ「ヤクル ト」優勝
米・英軍、アフガニスタン爆撃
イナロー、アメリカン・リーグ首位打者
野依良治・名古屋大学教授が、ノーベル
化学賞を受賞
アメ リカ各地、炭疸菌被害広がる
ヤクル ト、近鉄に4勝 1敗で日本一
歌舞伎町 6階建ビル火災、2人死亡
東証 1部株価、日経平均 1万 347円

(10月 末まで )

2月

・東京地方、晴・最高気温 10.8度
・成人の日 (昨年までは、 15日 )

・KSD、 政界汚職事件、自民党の小山参
議院議員逮捕
・外務省外交機密費、横領発覚
・横綱、曙 (東関部屋 )引 退
・新大久保駅で三名が電車にひかれ死亡
・関東地方、降雪で交通乱れる
・2000年 末の失業者、320万 人
・焼津市上空で日航機二機が、異常接近 し
41人が重軽傷を負つた
。河口湖が 17年ぶ りに全面結氷
・新潟中央銀行、元頭取ら4人逮捕
・えひめ丸、オアフ島沖で、攻撃型原子力
潜水艦に衝突され沈没、9名行方不明
・森内閣の支持率 9%に下落
・シーガイア (宮崎 リゾート施設 )倒産
・自民党、村上正邦参議院議員がKSD事
件で逮捕

2日 ・JR特急「白鳥」廃止
・NTTド コモ「 iモ ード」契約数、 2千
万人突破
・外務省元室長、機密費詐欺容疑で逮捕
。東京生命、経営破綻
・東京地方の桜開化 (気象庁発表 )
・広島県南部、震度 6の地震で 2名死亡
・宗教法人「法の華」破産、解散命令
。大阪USJ開 業 (ユニバーサル・スタジ
ォ .シ
リャパン )

・東京臨海線、天王洲まで延伸開業
・ 2000年 の海外旅行者、 1781万 人
・東京都内、正午の気温 3度…雪舞 う
・家電 リサイクル法施行
・選抜高校野球で常総学院 (茨城 )が優勝
・小泉連立内閣発足
・浅草の路上で女子大生が刺殺される

広報委員会からのお願い

今回は皆様からの、お便 りが少なかつたようです

何時でも構いません、近況、ご意 見等お便 りを

お寄せ下さい。ちよつと思いついた事をハガキや

FAXに でも書いて いただけたら幸いです。

または、寄稿文等も。

原稿の送 り先は、事務局、会長ほか幹事宛へお願

いいた します。
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